
2026年度　第46回全日本バレーボール小学生大会大阪府大会　申し合わせ事項
1. ２０２６年度小学生バレーボール競技規則と取り扱いで行う。

2. セーフティータイムアウト（STO）を適用
選手の健康と安全のために適用する。給水や健康観察を最優先とすること。選手はベンチ横とウォーム
アップエリアの間で30秒間待機すること（30秒が経過するまでコートには入れない）。STO中はウォー
ムアップ不可とする。また、ベンチスタッフの前に集合せず、ホイッスル後は速やかにコートに入るこ
と。控え選手はモップ掛けなどを行えないが、ベンチスタッフ（大人）はフロアモッピングを行うこと
ができる。

3. 検証のための試験的導入を適用
1. 監督は自チームのアタックラインの延長線からウォームアップエリアまでのフリーゾーン内で、立ち
ながらでも歩きながらでも指示を出すことができる。この時、ラインジャッジの視界を遮ってはな
らない。

2. 相手コートに侵入している片方の足（両足）の一部が、センターラインに触れているかセンターラ
インの真上にあれば、この動作が相手チームのプレーを妨害しない限り、足首より上の身体のどの
部分が相手コートに触れてもよい。

4. 審判を行う際は、資格証や受講証を首から下げること。（大阪府大会の審判資格を確認のこと。）
5. 合同練習はエントリーされた選手とベンチスタッフのみで行う。
6. 審判はウオームアップ中（合同練習中）に選手ナンバーをメンバー表で確認する。両チームからライン
アップシートを受け取り、セット、番号、監督サインなどを確認し、登録メンバーと照合しスコアラー
に渡す。確認できない場合や誤りがある場合は監督に確認する。スコアラーがスコアシートに記入し終
えたらチームはラインアップを変更することはできない。

7. チームは汗などで濡れたフロアを拭くためのワイピングタオルを準備する。コート内の選手が必ず１名
以上持つこと。審判はトスの時にキャプテンに伝え準備できているかを確認すること。

8. 水筒、救急バッグ等の荷物はウォームアップエリアに置き、長い持ち手は収納する。貴重品などの手荷
物は椅子の下に置き、大きな荷物はボールケースと同じ扱いでウォームアップエリア後方に置く。（大
きなキャンプカート禁止）

9. コートが隣接しているため、控え選手はフリーゾーン後方のウォームアップエリアで待機させる。ただ
し、選手交代の際は、監督とベンチスタッフの間に待機させ速やかな選手交代の準備をする。

10. 給水はシート上など会場指定の場所で行う。指導者も同じ。監督がラリー中立ち歩く際は水筒などを持
ち歩かない。

11. 電子ホイッスルを記録席に準備しロングサーブのブザーとして使用する。
12. ボール内気圧は３１０ｍbarまたはhPa
13. 全国代表決定戦が行われる最終日はアタックラインを設置する。
14. 混合の部では、選手交代でコート内の選手がすべて男子（女子）になってはならないことに注意する。


	2026年度 第46回全日本バレーボール小学生大会大阪府大会 申し合わせ事項

